
第1回日本災害医療ロジスティクス研修
実地研修報告

Ｃ班 『金のしゃちほこ』



事前ミーティングと準備

チーム名 ： 『金のしゃちほこ』

構成人数 ： 7名

派遣場所 ： 県立中部病院（災害拠点病院）

派遣日時 ： 平成25年10月15日 ＡＭ出発

事前に考え得る主なミッション

○ 災害拠点病院の拠点化

○ 2次医療圏の被害状況の把握と復旧支援

○ 病院支援



現地入りまでのながれ

11:20 岩手医大 出発

2台のレンタカーに分かれ乗車し現地へ向かう

12:15 県立中部病院 到着

病院長へ挨拶、カウンターパート担当者より

病院の被害状況などの聴取



活動拠点本部の設置

13:12 活動拠点本部設置完了
場所：病院駐車場内一画

ドラッシュテント設置、衛星携帯電話設置、

連絡先リスト等の作成、クロノロジー記録の掲示等







現 地 活 動 ①
2次医療圏被害状況の把握と調査

14:00 昼食をとりながらのミーティング

14:30 2次医療圏の被害状況の把握

ＥＭＩＳを使い情報を収集



現 地 活 動 ②
2次医療圏訪問調査

14:50 隊員2名が調査へ出発

ＥＭＩＳ未入力の総合花巻病院、北上済生会病院へ

直接訪問し調査



現 地 活 動 ③
市役所での避難所情報の聴取とアセスメントシート入力

15:30 市役所到着
市内避難所設置状況等の聴取を行う

16:20 本部帰所、アセスメントシートへの入力
聴取した避難所情報をアセスメントシートに入力



現 地 活 動 ④
転院搬送依頼への対応

2次医療圏内の病院から、2名の転院搬送依頼

活動本部より県庁へ報告、県庁にて搬送先病院の手配

病院支援準備

県立中部病院で考えられる今後の医療ニーズを想定し、

トリアージポストのレイアウト案などを検討した

その他の活動・・・

そして・・・

台風接近により、活動本部を野外から撤収
宿泊場所の確保に難渋
カウンターパートへ相談し、屋根つき院内車庫へ移動した



研修を終えて・・・

・ ロジが多いと現場をスムーズに展開しやすい

→ とにかく路地の仕事は多い！

・ ロジに地元の人がいると心強い

・ テントで野営ができてよい経験になった

・ IPSTARのWEB会議の有用性を感じた

・ ドラッシュテントの設置・撤去が経験できてよかった

・ 実際の拠点病院で実践訓練ができて貴重な経験と

なった







こ の 笑 顔 に

癒 さ れ ま し た ・ ・ ・



反省点

＊活動終了報告が遅れてしまった

＊通信する人と判断する人は分けるべきであった

＊出発前、荷物を車に乗せるまでに時間がかかった

＊情報を手短に伝える事の難しさを痛感した

＊暖かい食べ物がほしかった



最高のロジスティシャンを目指して・・・


